
マタイによる福音書１０，２３はこの福音書の中でも解釈が最も困難な箇所の

一つである。Albert Schweitzer はここから史的イエスはいわゆる「徹底的な

終末論」を考えていたと主張した１。彼の解釈は、マタイ１０章が編集によっ

て構成された複合体であることを顧慮していないので、そのまま採用するこ

とはできない。しかし、マタイ１０，２３の発言の衝撃性を発見した彼の功績は

残る。以下ではまずこの箇所に関する従来の解釈を概観した後、この発言を

マタイ共同体の現在にとっても妥当するものと解釈できる三つの可能性を検

討してみたい２。

１ Albert Schweitzer, Von Reimarus zu Wrede. Eine Geschichte der Leben-Jesu-Forschung,
Tübingen 1906, 347–397. 356 (＝ders., Geschichte der Leben-Jesu-Forschung, Tübingen
91984 (UTB 1302＝Nachdruck der 7. Aufl.), 390–443. 407 ) を参照。

２ マタイ 10,23 の伝承史については、この節の前半と後半がそもそも一体のもので
あったのか、そしてこの節が史的イエスに遡るかどうか、という問題があるが、
これについては稿を改めて論じる予定であり、本稿ではマタイ福音書の最終テク
ストの解釈に集中する。伝承史的問題に関する筆者の結論のみを記せば、この節
の前半と後半は一体のものであり（V. Hampel, ”Ihr werdet mit den Städten Israels
nicht zu Ende kommen“. Eine exegetische Studie über Matthäus 10,23, ThZ 45 (1989)
1–31.8–10; U. Luz, Das Evangelium nach Matthäus (Mt 8‐17), EKK I/2, Düsseldorf/
Neukirchen-Vluyn/Zürich 42007, 106 f.に賛成、23 節前半は 23 節後半に後から加えら
れたとする E. Gräßer, Das Problem der Parusieverzögerung in den synoptischen Evan-
gelien und in der Apostelgeschichte, BZNW 22, Berlin 1960, 137–141.137; W. G.
Kümmel, Die Naherwartung in der Verkündigung Jesu, in : ders., Heilsgeschehen und
Geschichte, MThS 3, Marburg 1965, 457–470.466 には反対）、おそらく福音書記者が
受け取った Q（QMt）の中にあり（Luz 2,106 に賛成、Q で Lk 12,11 f.に続いていた
とする H. Schürmann, Zur Traditions- und Redaktionsgeschichte von Mt 10,23, in : ders.,
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Ⅰ

マタイ１０，２３は普通、以下のように訳される。「また人々があなたたちをこ

の町で迫害する時は、ほかの町へ逃げよ。アーメン、私はあなたたちに言う、

人の子がやって来る前に、あなたたちがイスラエルの町々をまわり終えるこ

とは決してないであろう。」（岩波版佐藤研訳）３

という帰結節は通常省略語法と解さ

れ、１） ４あるいは２）
５を短くしたものと取

Traditionsgeschichtliche Untersuchungen zu den synoptischen Evangelien, KBANT,
Düsseldorf 1968, 150–156.152 およびマタイないし彼の学派の編集句とする J. Gnilka,
Das Matthäusevangelium I. Teil. Kommentar zu Kap.1,1—13,58, 31993, 374 には反対）、
史的イエスに遡る可能性がある（Hampel, Studie 26, Luz 2,108 に賛成、ただし後者
はより慎重）。なお、10,23 に呼応するイスラエル中心の派遣の言葉 10,5 f.と、それ
と一見真っ向から対立する普遍的な派遣の言葉 28,19 f.の関係については拙論、「マ
タイ福音書における －28 章 19 節の はイスラエルを含むか
－」『新約学研究』34（2006）5–18 を参照。

３ 新共同訳（口語訳もほぼ同）が 23 節後半を「あなたがたがイスラエルの町を回
り終わらないうちに、人の子は来る」と訳しているのは意訳。なお、Luther Bibel ’84 ;
Einheitsübersetzung ; Zürcher Bibel 2007 ; King James Version ; New Revised Standard
Version ; New International Version ; Traduction œcuménique de la Bible 等、主要な独
英仏語訳も同旨である。

・・・・・・・・
４ BDAG, s.v. 1 を参照：「ある行為ないし過程を完結する、終わりにもたらす、
・・・ ・・・・
終える、完成する」。マタイは のこの意味を説教段落の結びの言い回しに
用いている：マタ 7,28 ; 11,1 ; 13,53 ; 19,1 ; 26,1。11,1 の分詞構文

については Bl.-D.§414,2 Anm.10 を参照：「分詞を伴う
は非古典的」。

・・・・ ・・・
５ BDAG, s.v. 2 を参照：「ある義務ないし要求を遂行する、実行する、達成す
・ ・・・・ ・・・・ ・・・
る、遂行する、成就する、果たす」。目的語に を伴う例としては Herm sim V
2,7 を参照。七十人訳では とほぼ同義に用いられる はさまざま
なニュアンスで目的語に を取ることができる：創 2,2（創造の業の完成）；
出 40,33（会見の幕屋の完成と奉献）；5,13（エジプトにおける奴隷労働）。これら
の 3 箇所の用例ではマソラ本文の ピエル「総体（ ）にもたらす」を七十
人訳が（ ） 「（すっかり）終結（ ）にもたらす」と訳している。
さらに 1 マカ 4,51 を参照。レビ 19,9（ほとんど同じ言葉遣いで 23,22）では

が ピエル／ の目的語である。マタ 9,37b（
）からすると 10,23b は

の省略であるかもしれない。省略語法を補う次の候補と
しては ないし が考えられる。
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られている。イエスに派遣された弟子たちが再臨まで常に１）逃げながら、

そして／あるいは２）宣教しながらイスラエルの町々を廻り続けるであろう、

という意味にこの発言を理解し、その際、「イスラエルの町々」という表現

を地理的に「イスラエルの地にある町々」と取るならば、我々は解釈上大変

困難な隘路に陥ることとなる。すなわち、この発言は福音書記者の時点にお

いては、通常考えられている意味でのイスラエルの地における宣教はすでに

全体として失敗に終わっていたのであり、それにもかかわらず人の子は未だ

到来していなかったのであるから、端的に「間違っている」６と言わざるを得

ない。

しかしこのマタ１０，２３が「間違っている」という想定は、極めて綿密な編

集作業を行っている福音書記者にはそぐわない。そこで１０，２３の言葉を妥当

であり続けるものと捉えるために様々な試みがなされてきている。その場合、

１）人の子の到来、あるいは２）イスラエルの町々、を再解釈することとな

る。

１）人の子の到来を、イエスが彼の死以前に彼に派遣されて宣教活動を行っ

ている弟子たちの所へ来ること７、あるいは、イエスの復活８、聖霊の派遣９、

はたまたエルサレムの破壊１０、等々と解釈する試みがあるが、いずれも説得

的ではない１１。人の子の到来は再臨を意味すると取るのが最も自然な解釈で

６ Luz 2,117.同 116 参照：「人の子の到来によってではなく、復活者の異邦人たちの
許へ行けとの命令によってイスラエルにおける教会の宣教と迫害は終結した」。さ
らに W. D. Davies／D. C. Allison, Jr., A Critical and Exegetical Commentary on the Gos-
pel According to Saint Matthew vol. 2, Edinburgh 1991, 190 をも参照：「この解釈に対
する主な反論は、それが一見したところマタイのイエスを偽預言者にしてしまう
ということである」。

７ Chrysostomos, hom. in Mt 34,1 (PG 57,397) ; J. Dupont, “Vous n’aurez pas achevé les
villes d’Israël avant que le Fils de l’homme ne vienne” (Mat. X 23), NT 2 (1958) 228–244.

８ A.-J. Levine, The Social and Ethnic Dimensions of Matthean Salvation History : “Go
nowhere among the Gentiles...” (Matt.10 : 5 b), SBEC 14, Lewiston/Queenston/Lampeter
1988, 51 ; Hampel, Studie (上掲注 2) 27 f. ; R. T. France, The Gospel of Matthew,
NICNT, Grand Rapids 2007, 396–398; さらに K. Barth, Kirchliche Dogmatik III/2, Zü-
rich 31974, 601 参照。

９ Calvin, Commentarius in Harmoniam evangelicam, CR 73, Braunschweig 1891, 284 f.
(apud M. Künzi, Das Naherwartungslogion Matthäus 10,23. Geschichte seiner Auslegung,
BGBE 9, Tübingen 1970, 56 f.).
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ある（２４，２７．３０参照）。

２）イスラエルの町々は、属人的に人を中心に考えるならば、ディアスポ

ラのユダヤ人が居住している町々と解釈することもできる１２。しかし「イス

ラエルの町々」という表現における「イスラエル」の語は、地理的な意味に

取るのが最も自然である１３。２，２０f．には「イスラエルの地」という地理的な

表現があるし、１０，２３に直近の文脈で１０，５に出て来る「サマリア人の町」と

いう表現は、明らかに「サマリア人が住んでいる町」ではなく、「サマリア

の領域にある町」を意味している１４。

だが、もし我々がこの１０，２３の「イスラエルの町々」という表現を地理的

に取るならば、この一節はマタイ福音書全体の構想に合致しなくなる。福音

書の構想では弟子たちの宣教の場は復活節後に全世界に拡大しているのであ

る（２８，１９）。

１０ Bullinger, In sacrosanctum Jesu Christi D. N. Evangelium sec. Matth. Comm. Lib. XII,
Tiguri 1542, 102 (apud Künzi, Naherwartungslogion (上掲注 9) 55 f.) ; D. A. Hagner,
Matthew 1–13, WBC 33A, Dallas 1993, 280.

１１ 以上、解釈史における様々な再解釈の試みについて詳しくは Künzi, Naherwar-
tungslogion (上掲注 9) ; Luz 2,115 f. ; Davies/Allison 2,190 ; E. J. Schnabel, Urchristli-
che Mission, Wuppertal 2002, 300–302 を参照。

１２ そう考えるのが、G. D. Kilpatrick, The Origins of the Gospel according to St. Mat-
thew, Oxford 1946, 119 ; G. Strecker, Der Weg der Gerechtigkeit. Untersuchung zur
Theologie des Matthäus, FRLANT 82, Göttingen 31971, 41 f. ; E. Schweizer, Das Evan-
gelium nach Matthäus, NTD 2, Göttingen 161986, 158 ; Gnilka 1 (上掲注 2) 379 ; H.
Frankemölle, Matthäus : Kommentar II, Düsseldorf 21999, 84 f. ; G. Garbe, Der Hirte Is-
raels. Eine Untersuchung zur Israeltheologie des Matthäusevangeliums, WMANT 106,
Neukirchen-Vluyn 2005, 147 ; M. Konradt, Israel, Kirche und die Völker im Mat-
thäusevangelium, WUNT 215, Tübingen 2007, 90。

１３ 地理的に解釈しているのは例えば以下の釈義家たちである：J. Schniewind, Das
Evangelium nach Matthäus, NTD 2, Göttingen 121968, 130 f. ; F. Hahn, Das Verständnis
der Mission im Neuen Testament, WMANT 13, Neukirchen-Vluyn 1963, 44 f. ; Künzi,
Naherwartungslogion (上掲注 9) 178 ; E. Schweizer, Matthäus und seine Gemeinde, SBS
71, Stuttgart 1974, 32 ; Levine, Dimensions (上掲注 8) 51 ; G. Tisera, Universalism ac-
cording to the Gospel of Matthew, EHS 23/426, Frankfurt a.M. 1993, 154 f. ; C. S.
Keener, A Commentary on the Gospel of Matthew, Grand Rapids 1999, 324 ; F. Wilk,
Jesus und die Völker in der Sicht der Synoptiker, BZNW 109, Berlin 2002, 125,
Anm.325 ; J. Nolland, The Gospel of Matthew, NIGTC, Grand Rapids 2005, 427 ; France
(上掲注 8) 184。この点を未決定のままにしているのが Davies/Allison, 2 (上掲注 6)
191 ; P. Fiedler, Das Matthäusevangelium, ThKNT 1, Stuttgart 2006, 232, Anm.18 である。
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Ⅱ

私見では、人の子の到来を再臨と取り、「イスラエル」を地理的に捉える

という条件の下でなお、マタ１０，２３の発言をマタイ共同体の状況に当てはま

るものと解釈する可能性が、少なくとも二つある。以下の二つの可能性は必

ずしも互いを排除するものではない。

１）任務を完成するのは人の子

１０，２３後半は文字通りに訳すと、「あなた方はイスラエルの町々（すなわち、

イスラエルの地の居住地）を決して終結にもたらさないであろう、人の子が

来るまで」となる。もしこの言葉を以下の意味に取るなら、この一文は福音

書記者の現在にも妥当する。すなわち言外に含意されているのは、「だが、

もし人の子が来たならば、その時には彼と、そして彼と共にあなた方もまた、

終末の完成という枠組みの中で、イスラエルの町々を終結にもたらすであろ

う１５。たとえあなた方がいくつかの町々で成果を上げないようなことがあろ

１４ 同じ 10,5 の「イスラエルの家の失われてしまっている羊たち」という表現では
イスラエルの民が地理的ではなく属人的に把握されている。これはあるいは「失
われた九部族半」を意味しているのだろうか？最近 J. Willitts, Matthew’s Messianic
Shepherd-King. In Search of ‘The Lost Sheep of the House of Israel’, BZNW 147, Berlin/
New York 2007 が 10,5 のこの表現に関する単行論文を発表し、10,23 の「イスラエ
ル」は失われた「北王国」を指すと主張している（199）。しかしこの Willitts の解
釈では、10,23 の言葉は史的イエスのガリラヤ宣教の状況には合致させることがで
きても、シリアにあるマタイ共同体の状況には妥当しない、という問題がやはり
残る。もっとも Willitts 自身はマタイ福音書の執筆年代および執筆地を 70 年以前の
パレスティナの可能性があるとしているので（同書 35）、彼にとってはこの問題は
存在しない。だが、エレ 50,6 からすると、この表現はイスラエル内部で指導者層
との対比で民衆を意味している。これは、羊飼いと羊の隠喩を用いて指導者層を
批判する預言者の伝統を意識的に受け継いでいる表現と見るべきであろう。また、
G. Theißen, Lokalkolorit und Zeitgeschichte in den Evangelien. Ein Beitrag zur
Geschichte der synoptischen Tradition, NTOA 8, Freiburg/Göttingen 1989, 59 は散らさ
れた部族をもディアスポラから集めることが語られていると考えるが、10,5 f.との
明らかな関連から見て、マタイが地上のイエスにディアスポラでのイスラエル伝
道を語らせているとは考え難い。

１５ 10,22 ; 24,14 ; 28,20
; Lk 12,50 を参照。
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うとも、そしてあなた方の宣教の業を完成することができないとしても、人

の子が最後にはすべての町々を『完成』するであろう」ということである。

これは慰めの言葉であり、完成を睨んで弟子たちを途上の存在と規定するも

のである。つまり、散らされている十二部族の民を集めることは、人の子の

到来と共にはじめて完成されるであろう１６。ここではイスラエルの復興が、

人の子の到来に言及することによって普遍的な世の完成に統合されている。

１９，２８でもイスラエルの復興は普遍的な に組み入れられている。

１０，２３c.d と１９，２８c.d を並行させて読むと、一方で１０，２３d と１９，２８c、他方

で１０，２３c と１９，２８d が対応し、その際、１９，２８c.d は王座のモティーフでより

詳細に展開されていることが分かる。

１０，２３c：

１０，２３d：

１９，２８c：

１９，２８d：

１０，２３と１９，２８（さらに２３，３９）は同一の出来事、すなわち、人の子の到来と

十二部族の民イスラエルの完成に関わる発言である。十二人は十二部族の象

徴であり、その十二部族を包摂するダビデの王国はイスラエル復興の象徴で

ある。

イスラエルの復興はイエス自身が派遣された任務であった１７。この任務に

彼は弟子たちを参与させた。つまり、弟子たちの任務はイエスのものと同じ

である。この任務がイエスの生前には、初めのうちこそガリラヤで成功する

かに見えたが、最後には結局エルサレムで頓挫し、復活節後の弟子たちのイ

スラエルの地における宣教活動もまた全体としては失敗に終わったというこ

１６ 28,20 の を参照。
１７ イエスの系図（マタ 1,1‐17）でマタイは以下の図式を提示している：1）アブラ

ハムから「王」ダビデまでの上昇；2）ダビデから捕囚までの下降；3）捕囚から
「キリスト」までの上昇（1,17）。この上昇、下降、そして再び上昇という動きは、
完成という目標がイエス・キリストにおいて到達されることを暗示している。
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とを、福音書記者は知っていた。しかし、まさに１０，２３の発言はこの状況を

説明する。弟子たちはイスラエルの町々を完成しないであろう！ 彼ら／彼

女らはイスラエル復興のための宣教の業を終結にもたらしはしないであろ

う１８。そのように読むならば、この２３節後半 までの発言は事後預言

である。しかし、２３節の末尾 以降は真の預言である。「人の子が来る

まで」すなわち、再臨まで、というのである。たとえ彼ら／彼女らのイスラ

エルの地における業が失敗に終わったとしても、人の子が時の終わりに再び

やって来て、十二部族の民を完成するであろう。つまりイスラエル復興の任

務は人の子が初めて完成するのである。十二部族の民の復興は天の国の実現

と並行するのであるから、後者と同様、継続的に進行するものではない。完

成は人の子の到来と共に突然やって来る。

２）理念的な「大イスラエル」はシリアを含む

マタイ１０，２３がイスラエルの復興を睨んだ発言であるということが正しい

とすると、この一節をマタイの現在においても妥当するものと説明できる、

さらにもう一つの解釈の可能性がある。復興されるべき理念的な「大イスラ

エル」にはシリアの領域も属すものと考えられていた可能性がある１９。サム

下８，３‐１２では、ダビデがシリア南部を征服したことが語られている：「ダビ

デはまた、ツォバの〔アラムの〕王、レホブの子ハダドエゼルが〔ユーフラ

テス〕河〔流域〕にその勢力を回復しようと出かけたとき、これを討った。

１８ これに対して類比となるのがマタ 17,14 以下の事態である。すなわち、弟子たち
は悪霊に憑かれた子どもの癒しに失敗したのだが、その後にイエスがやって来て、
その子どもを癒した。病人の癒しはイエスにとっても（4,23 ; 9,35）弟子たちにとっ
ても（10,7 f.）イスラエル復興の任務に属している。

１９ 以下については M. Hengel, ’Ιουδαία in der Liste Apg 2.9–11 und Syrien als
“Großjudäa”, RHPhR 80 (2000) 51–68.58–66; S. Freyne, The Geography of Restora-
tion : Galilee-Jerusalem Relations in Early Jewish and Christian Experience, NTS 47
(2001) 289–311.292–297 を参照。Theißen, Lokalkolorit (上掲注 14) 59 は、マタイが
10,23 の「イスラエル」で考えている領域はパレスティナより広く、シリア全体を
含んでいた可能性があることを指摘しているが、その根拠としては「ラビたちは erez
jisrael をこの広義で定義することができた」と述べて、O. Keel/M. Küchler : Orte und
Landschaften in der Bibel, Bd.I, Göttingen/Zürich 1982, 262–268 を参照しているのみ
である。
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…ダマスコのアラム〔の軍〕がツォバの王ハダドエゼルの救援に来たが、ダ

ビデはそのアラム〔人〕二万二千を討った。ダビデは、ダマスコのアラムに

守備隊を置いた。こうしてアラムはダビデに隷属し、貢を納めるものとなっ

た。…ハマトの王トイは、ダビデがハダドエゼルの全軍勢を打ち破ったこと

を聞いた。そこでトイは、その息子のヨラムをダビデ王のもとに遣わし…ヨ

ラムは、銀、金、青銅の品々を携えて来た。」２０それを引き継いで、エゼ４７，

１５‐２０では、復興されるべき十二部族の民イスラエルの境界線が叙述される

のであるが、それは北端と東端でシリアの領域を横断している：「これはこ

の地の境界である。北端では、大海からヘトロン街道、レボ・ハマト、ツェ

ダド、ベロト、ダマスコの領地とハマトの領地の間にあるシブライム、ハウ

ランの領地に接するハツェル・ティコン〔に至る〕。境界は海からハツァル・

エノン──ダマスコとの北方の境界──、〔さらに〕北方、ハマトとの境界

〔に至る〕。これが北端〔の境界〕である。東端はハウランとダマスコとの

間〔のハツァル・エノン〕から、ギルアドとイスラエルの地の間、すなわち

ヨルダン〔河〕、さらにその東の海に境界を伸ばし、タマルに〔至る〕。これ

が東端〔の境界〕である。南端は南方、タマルからメリバト・カデシュの水

まで、大海に向かう川〔まで〕である。これが真南の南端である。西端は大

海であり、レボ・ハマトの差し向かいにまで境界を伸ばす。これが西端であ

る。」２１ハスモン王朝の宮廷歴史家であったエウポレーモスは、同様にダビデ

のシリア征圧を描いている：「それから…ダビデが支配したが、彼はユーフ

ラテス河沿いに住んでいるシリア人たち…を踏み倒した」２２。他方、クムラ

ン出土のいわゆる創世記アポクリュフォンは第２１欄１５‐１９行で創１３，１４‐１８の

アブラハムに約束された領域を描いており、彼はその領域を行き巡るのであ

るが、その北東の境界線はユーフラテス河に沿って走っている：「そして私

は歩んだ、牡牛の山〔タウルス山脈〕の麓に沿って、東に向かって、広い地

に向かって、ユーフラテス河に着くまで（ ）」２３。

２０ サム下 8,3.5‐6a.9.10init.10fin.（岩波版池田裕訳）
２１ エゼ 47,15‐20（岩波版月本昭男訳）。
２２

..., apud Eusebius, Praeparatio evangelica IX 30,3.
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そもそも「（…から）ユーフラテス河まで」は申命記史家的な表現で、イスラ

エルに与えられる地の境界を示しているのである２４。

多くの註解者たちが指摘しているように、マタイ福音書の受容史はシリア

において特に集中していること、そこでペテロの権威が高く評価されていた

こと、そしてマタ４，２４に唐突に「シリア」の名が現れること等、からこの福

音書はそこで成立したと考えるのが最も自然である２５。

W. Trilling はマタ４，２５の地理的表示を福音書記者が手本としたマコ３，７f．と

比較してその編集作業を検討し、ここでマタイが列挙している地名は聖書的

なイスラエルの領域をカバーしている、と主張する２６。しかし、シリアも上

述の例証が示しているように、理念的な「大イスラエル」に属している可能

性があり、もしマタイがこの大イスラエル構想を持っていたとすると、４，２５

のみでなく、その直前の４，２４のシリアに関する叙述も含めて、４，２３‐２５の要

約的報告全体が大イスラエルを包摂するように書かれているものと思われる。

マタイはおそらくシリアを理念的な大イスラエルに含まれているものとして

叙述したいのである。しかしイエス自身は生前シリアに足を踏み入れたこと

はなく、そこから群衆が彼の許に集まってきたということもなかった。この

事実を福音書の最初の読者たちも（そしてたぶんマタイ共同体の敵対者たち

も）よく知っている。そこで彼は、逆にイエスの噂がそこに到達することに

する。そうして大イスラエルの全体にイエスの影響が及んだことになるので

ある。

２３ 1Q20 XXI, 16b–17 init.
２４ 創 15,18 ; 出 23,31 ; 申 1,7 ; 11,24 ; ヨシ 1,4。これらのうち最初の典拠のみアブラ

ハムに対する契約で、それ以外はモーセを通してイスラエルの民に与えられた約
束。さらにゼカ 9,10 ; ミカ 7,12 をも参照。さらにベン・シラ 44,21 ではアブラハム
に約束された地がやはり「海から海まで、そして河から地の果てまで」と描かれ
ている。

２５ U. Luz, Das Evangelium nach Matthäus (Mt  1–7), EKK I/1, Düsseldor/Neukirchen-
Vluyn/Zürich 52002, 100–103; W. D. Davies/D. C. Allison, Jr., A Critical and Exegetical
Commentary on the Gospel According to Saint Matthew vol. 1, Edinburgh 2004, 138–
147 参照。

２６ W. Trilling, Das wahre Israel. Studien zur Theologie des Matthäus-Evangeliums,
StANT 10, München 31964, 135f.
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このように解釈すれば、マタイ共同体から派遣された弟子たちは、本来こ

の大イスラエルに属すべき諸都市でさらに宣教を続けていることになる。イ

スラエル伝道と異邦人伝道はシリアの領域で完全に並行して進行している。

そこは現実的政治的にはローマの属州シリアに属しているが、イデオロギー

的には理念的な大イスラエルに属しているのである。弟子たちは従前通りさ

らに「イスラエルの町々」で宣教活動を続けており、そこで異邦人にも出会っ

ている。１０，１６‐２２で描かれる迫害の状況は、ユダヤ人会堂とローマの官憲が

イエスの弟子たちに敵対して並び立っているが、それはおそらくこのような

事態を反映しているものと思われる。イデオロギー的な大イスラエルの考え

はシリア人たちとローマの権力者たちを警戒させ、防衛的な反応を惹き起こ

した可能性がある２７。「あなた方はすべての者たちから憎まれ続けるであろ

う」（１０，２２）という表現もそのような事態の反映と理解することができる２８。

そうだとすれば、マタイ１０章の弟子派遣講話で語られている迫害は、物語の

表層では地上のイエスが直弟子たちに語っているのであるが、同時にその深

層では福音書記者がイエスの口を通して聴き手であるマタイ共同体の初読者

たちの現場に直接語りかけるものとなっている。それは多くの論者が想定し

ているように、迫害の結果ユダヤ教会堂連合からはじき出され、現在はもは

やイスラエル宣教を断念してしまったマタイ共同体の過去について語るもの

ではなく、現に今イスラエル宣教を遂行しつつあるが故に迫害を受けている

共同体の現在について語っているのである２９。周知のようにマタイは終末直

前の迫害について語っているマコ１３，９‐１３の素材をこの弟子派遣講話の中に

移している（マタ１０，１７‐２２）。また、マタ２３，３４の派遣の言葉で派遣の主体を

２７ シリアにおけるユダヤ人に対する敵意と迫害についてヨセフス『ユダヤ戦記』1,
88 ; 2,461‐465 ; 5,556 ; 7,41‐62.100‐111.363 参照。6 世紀前半アンティオキア出身の
歴史家マララスは、アンティオキアでカリグラ治世の第 3 年（39/40 年）にユダヤ
人迫害が起ったことを伝えている：「アンティオキアのギリシア人たちはその地の
ユダヤ人たちと市街戦〔 民衆的、ないし街区間の（?）戦い〕を
交わした末、多くのユダヤ人たちを殺し、彼らの諸会堂を焼いた」（Malalas,
Chronograhpia 10,20 : テクストは J. Thurn (ed), Ioannis Malalae Chronographia, Berlin/
New York 2000, 185）。

２８ さらにマタ 24,9 参照：「その時人々はあなた方を艱難の中へ引き渡し、あなた方
を殺すであろう。そしてあなた方は全ての諸民族によって憎まれ続けるであろう」。
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Q１１，４９の「神の知恵」ないし神からイエスに替え、「あなた方は彼らのうち

の幾人かをあなた方の諸会堂で鞭打ち、そして町から町へ迫害するであろ

う」という表現で１０，１７．２３の派遣の言葉と明確な関連を付けている３０。つま

り、マタイは１０章の弟子たちの宣教に伴う迫害を終末直前の義人の苦難と意

味付け、それをまさに今彼の共同体が体験しつつあると主張しているのであ

る。

３）「建設する」意味での

第三に、以上の二つの可能性に比べると蓋然性は一段低くなるが、もう一

つ１０，２３の言葉を有効なものと解釈する可能性がある。エズラ記（七十人訳

Ⅱエズラ）ではエルサレム神殿の再建について次のように書かれている：

（５，１６b）；

（６，１５）。ネヘミヤ記ではエルサレ

ムの城壁の再建についてこう書かれている：

（２Esr １６，１５［＝Neh ６，

１５］）３１。もし我々がこの七十人訳の翻訳ギリシア語の用例に従うなら、マタ

１０，２３後半を建築作業の完成と解釈することもできる。イスラエルの復興に

ついて語っているテクストでは繰り返しイスラエルの町々の再建と再定住が

２９ Garbe, Hirte（上掲注 12） 132–134 と Konradt, Israel（上掲注 12）91f.は、「マタイ
がイスラエル伝道を終わったものと看做していない」（Garbe, Hirte 134）徴として
マタ 9,37 f.を挙げている。「大いなる収穫と僅かな働き人との乖離に直面して、収
穫の主（＝神）に（さらなる）働き人の派遣を乞い願うようにとの弟子たちに対
する促しは、福音書記者にとって従来と変わらずイスラエル伝道の観点でも、ま
たその観点でこそ有効なのである。この箇所で物語られた世界のレべルと福音書
記者のコミュニケーションのレべルを区別するなら、〔物語の〕受け手たちは、弟
子たちがかつて収穫の主に乞い願った働き人の役割の中に自分たち〔が置かれて
いること〕を見ることができるし、見るべきなのである」（Konradt, Israel 92）。

３０ マタ 23,34 の と
はルカ版（11,49）にはなく、明らかに 10,17（

）と 10,23（
）の言葉に合わせたマタイの編集である。Konradt, Israel（上掲注 12）

250, Anm.352 参照。
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語られている（アモ９，１４；イザ６１，４；エレ３１，２３f．；３２，４４；エゼ３６，１０．３３．

３５．３８）。捕囚後の再建が何と言っても復興思想の源を形作っている。

他方で、ヨシュア記１３‐２１章ではイスラエル諸部族間の土地の分配が町ご

とに行われている３２。そこでひょっとすると、イスラエルの復興を転義的な

意味でのその町々の建設として表現することができたかもしれない３３。弟子

派遣講話の文脈では、イスラエルの復興を表現するために様々な隠喩が用い

られている：失われた羊たち、収穫、そしてひょっとするとさらにそれらに

加えて、町々の建設３４。

１０，２３の言葉は建設の比喩を使っているものとすると、真正なイエスのも

のとしては、イスラエルの町々が彼の生前にはまだ破壊されることもなく無

事であったのだから、理解し難い。しかし、ユダヤ戦争の後、イスラエルの

町々の多くは戦禍のために荒廃しており、復興途上であっただろう。そのよ

うな状況の下では建築という象徴言語の使用が説得力を持った可能性があ

る３５。

３１ 聖書外のギリシア語には が建設作業に用いられる例証はない。エズ 5,16
（アラム語）とネヘ 6,15（ヘブライ語）ではマソラ本文に ；エズ 6,15（アラ
ム語）では Kt Qr （北西セム語からの借入語、ヘブライ語の に対
応）が立っている。さらにⅠマカ 13,10 を参照：

。LSJ は七十人訳の翻訳ギリシア語を完全には取り上げておらず、
のこの意味の可能性には触れていない。F. M. J. Waanders, The History of ΤΕΛΟΣ
and ΤΕΛΕΩ in Ancient Greek, Amsterdam 1983 の特殊研究も同様である。T. Muraoka,
A Greek-English Lexicon of the Septuagint, Louvain/Paris/Dudley 2002 はまだ七十人訳
の全体をカバーするものではなく（五書と十二小預言者）、この意味の可能性に言

・・・・・
及していない。Bauer6 s.v. 1.は次のように記している：「受動態 終えられる、
・・・・・
完成される、塔の建設について（2Esr 5,16. 16,15 参照）H 12,1 f. 13,5. 17,5. 82,1. 87,2
( )」。さらに J. Lust/E. Eynikel/K. Hauspie, Greek-English Lexicon of the Sep-

・・・・・
tuagint, Stuttgart 22003, s.v. を参照：「受動態：完成される エズ 5,16」。

３２ オバ 17‐21、特に 20 節；ゼカ 1,17 参照（いずれもイスラエルの復興の文脈）。
３３ ヘルマス幻 III 4,1 f.；5,5；9,5 ; 譬 IX 5,1；［10,2］参照（転義的に教会の意味で

の「塔」の建設についての幻の言語（幻 III 3,3 参照））。
３４ 人の子の建設活動については 16,19 を比較することができる。すなわち、人の子

イエスは彼の教会を「建てる」であろう。さらに神殿の言葉が比較できる。彼は
神殿を破壊し、そして三日のうちに「建てる」であろう（26,61 ; 27,40）。

３５ 捕囚の後の離散と類比させると、ユダヤ戦争の後にいわば第二の離散の出来事
が起っているのである。
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つまり、「イスラエルの町々」という表現を文法的に最も単純に動詞

の目的語と取り、しかもイスラエルの終末論的な再興のための再

建設の意味に解釈するならば、１０，２３の発言は「イスラエル」の語の狭義の

地理的な意味を保持したままで、ユダヤ戦争後の教会にも妥当し続けるもの

となるのである。

ただし、この第三の解釈の可能性は、ユダヤ戦争で荒廃したのはパレスティ

ナの町々であって、シリアの町々ではないので、マタイ以前のパレスティナ

で宣教がなされていた段階にはよく当てはまるが、すでにそこを去ってシリ

アで宣教活動を続けているマタイの共同体には整合的ではない。その意味で

この解釈は、第一、第二のものと比べると、蓋然性が一段低くなると言わざ

るを得ない。

Ⅲ

以上のように、１０，２３の言葉をマタイ共同体の状況に当てはまるものと解

釈する可能性として、１）任務を完成するのは人の子であること、２）理念

的な「大イスラエル」はシリアを含むこと、という二つ（さらに蓋然性はや

や劣るが３）「建設する」意味での ）がある。我々はおそらくこの二

つの可能性を同時に成り立つものと考えるべきであろう。すなわち、マタイ

共同体から派遣される弟子たちは、大イスラエルの復興のためにシリアの地

域で宣教を続けるのであるが、たとえあの町、この町で迫害にあって、そこ

から逃げ出さなければならないとしても、意気消沈する必要はない。なぜな

ら、終わりの時に人の子が到来して、イスラエルの復興を完成してくれるか

らである。その意味で、この言葉は終末論的な慰めの言葉であり、同時に、

倦むことなく宣教し続けるように、との勧告の言葉である。
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